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Abstract 
 
This essay is an attempt to organize a perspective for education as a form of communication through which 
information, the vital components of the mind, is imparted to students. Since the modern society seems to be at 
the end of its tether with nature endangered, war and conflict perpetual, and the way out still unseen, it is 
necessary to create a new concept of civilization with which to transcend the modern and incorporate awareness 
of that concept in education.  
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1. はじめに 
本論は，教育を情報／コミュニケーションという原点に戻って捉え直してみようとする試みである。
情報概念，メディア概念についても，「組織化」「体系化」という観点から，一般に流通している意味
を少し柔軟に考え，「文明」の近代的なこわばりをほぐすことによって浮かんでくる教育本来のビジョ
ンを考えてみた。本論に言う文明は，ごく卑近な知識に基づいた庶民的なものにすぎない。しかし「文
明」が今のままでは，人間社会も地球もそれほど長くは持たないように思われる。 
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2.情報の２種類の概念と情報の組織化 
2.1. 個人から見た情報：階層構造の中の「情報」 
 情報についての通念は次のようなものであろう。個人にとって，情報摂取と情報処理の最終目的は，
最適な行動やライフスタイルを選択する知恵を構築することである。最初は無機的に集積された「デ
ータ」にアクセスすることから始められる。そして，目的に適うと判断して選択したデータを関連付
け，価値付けてまとめられた比較的短い形式（form）のユニットが「情報」（information）である。
情報にはデータにはなかった「意味」が賦与されている。同じ手順を経て多くの情報が集積されると，
今度はそれらの情報同士が統合され，一定の組織性を持つ「知識」（knowledge）になる。そしてそう
した知識がさらに統合されて，１つの体系と呼ぶにふさわしい高度な組織性と，ある種の dynamism 
を帯びるようになると，それは「知恵」（wisdom）と呼ばれるようになる。こうした過程は，いろい
ろな経験を積んでいくうちに，将来役に立つと思われる一定のまとまりのある経験則（経験知）が形
成されていく過程に似ている。それを意図的に行うのが学習（研究）という情報処理というわけだ。
したがってこの〈データ → 情報 → 知識 → 知恵〉という階層構造の位階を決めるのはその組織度
の大小であり，「情報」という概念は，データと知識の中間という比較的低い位置づけになっている。 
 この図式的理解は一定の妥当性を有しているように見えるが，幾つか問題がある。第１に，組織度
のレベルは，必ずしも物理的なバイト数に依存していない。安直に考えると，「データ」を語彙
（vocabulary），「情報」を文（sentences），「知識」を節（passages），「知恵」を論文／本（essays/books）
というふうになぞらえて考えたくなる。しかしたとえば箴言や短詩が，短い文ないしフレーズではあ
っても，その中に知恵や洞察を潜ませていることがあるように，言語は，言葉の配列の関係性のなか
にきわめて濃密な組織性を籠め得るものである。「心の貧しい人は幸いである」という言葉は組織度
の低い「情報」とは言えないだろう。 
 第２に，①「データ」「情報」と ②「知識」「知恵」の間には，ただ組織度の大小だけでなく，外
在性と内面化の違いも存在しているように思われる。① は比較的外在的で ② はより内面化されてい
る。“Civil disobedience is the inherent right of a citizen to be civil.”というガンディーの言葉は，他から与え
られる時には「情報」だが，受信者がその意味を内面的に把捉し自分のものにするとそれは「知識」
になり，さらにそれが自分の生き方にまで組み入れられると「知恵」の趣を帯びる。「情報」という
パーツを機械のように組み合わせて「知識」や「知恵」が生み出されているわけではない。 
 第３に，「知恵」のレベルには，「洞察」（insight）や「大局観」（perspective）も加えて考えたほ
うがよいだろう。知識より高次のレベルにあるのは，現実に適用可能な判断能力である。碁将棋で考
えれば，定石は知識だが，定石をいくら覚えても実戦ではうまく働かないように，定石を基礎にして
実戦の中で錬磨されてできあがる「深い読みの力」がこのレベルにあたる。だとすると物事の筋を見
極める「洞察」，全体の「模様」を判断できる「大局観」もここに含まれたほうがよい。 
 第４に，データを取捨選択して情報を組織する力は，個人の中に，このデータは不要，このデータ
は不可欠などと判断できる能力がすでに備わっていることを前提としている。われわれは現実生活と
 情報と教育 109 
 
の格闘の中でさまざまな試行錯誤により多くの経験知を蓄える。そうした経験的な知識や知恵を使っ
て，学習によって獲得した知識や知恵を加え，さらに大きな知的精神的能力を獲得しようとするわけ
だ。それが次のデータや情報の取捨選択の能力として活かされる。失敗すればそれもフィードバック
されて，これこれをするとよくないという知識・知恵として組織化される。このようにして個人内部
の知識・知恵の体系は，年を重ねるにつれ，経験と学習の積み重ねの中で，次第に洗練され重厚なも
のになってゆく。高度な知恵は，より価値の高い情報を引き寄せ知恵を加速度的に進化させていく。 
 第５に，個人と社会の間にも進化のプログラムが初期設定されている。さまざまな個人が情報処理
を行い，知識や知恵を創出する。そしてそれが形にされると，社会はそれをデータや情報のレベルで
受取り，保存するに値すると判断すれば，今の世代，および後の世代のために社会的な情報・データ
ベースに組み入れる。われわれは，そのようにして構築された知的リソースにアクセスして，新たな
情報を仕入れては情報処理を行い，知識や知恵の果実を実らせ，そのあるものを output して社会に
還元する，すなわち社会の情報・データベースをさらに豊かにしようとする。それがさらなる文化的
成熟を促すことになる。 
 個人が産出した知恵が，どんなに壮大・深遠なものであれ，ひとたび形にされ
、、、、
 output されると，
社会的には一片の情報ないしデータとして受け取られる。『源氏物語』には紫式部が達成した大きな
洞察・大局観・知恵が籠められているに違いない。しかしそれは他の人間（社会）にとっては，最初
は，他の無数の文学作品や美術作品の集積である情報・データベースに入る可能性のある１情報／デ
ータに過ぎない。しかしそこには秀でた洞察・大局観・知恵が籠められているという社会的評価———
それも情報だ———が確立すると，多くの人は，書店や図書館という情報・データベース・サイトに足を
運び，『源氏物語』を手に取るのである。 
 『源氏物語』が情報／データという考えは呑み込みにくいかもしれない。しかしプロジェクト・グ
ーテンベルグの作業員が『源氏物語』のテクストを扱っているところを想像してみると，彼ないし彼
女はそれをただ大きなバイトの塊として処理しているだけだ。ネットでは『源氏物語』くらいのバイ
ト数は点のようなものでしかない。個人にとって無機的に外在しているものはデータにすぎない。こ
のデータ（圧縮データ）を知恵にまで復元（解凍）するには「読み」というプロセスが必要になる。 
 読むという行為を分析してみよう。われわれが『源氏物語』を読むとき，われわれの脳の中ではど
んなことが行われているのだろう。頁を開くとそこにバイトの塊がある———「月は入り方の，空清う澄
みわたれるに，風いと涼しくなりて，草むらの虫の声ごゑもよほし顔なるも，いと立ち離れにくき草
のもとなり…」しかし１語１語読み進めていくにつれ，ある読者にはそこに意味をもったテクストが
立ち現れてくる。読者は，自分の経験と照し合せながら，そこに自分と有縁性のある情感を感受し，
テクストの内部に
、、、
引き入れられる。テクストを１つ１つ分解し，そして新たに，紫式部がテクストを
織り成していったように自分の中で再構成しながら，彼女の体験を追体験しようとする。そして全帖
を読み了えて，作者のビジョンが自分の中に蘇生したのを自覚する。このように読むという行為は，
書き手のたどった創造の過程をたどり直すことによって，その知恵をわがものとして取り入れるため
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の情報処理になっている。食物を咀嚼・消化吸収して自分の細胞に作り変えるのと似ている。この能
力が empathyであって，言語は受信者の empathy をあてにして
、、、、、
発信されている。 
 もう１つ，見落としてはならない点がある。それは，読者が最終的に疑似体験として得た知恵は，
作者が得ていた知恵と同一ではなく，何らかの必然的なずれ
、、
（ノイズ）が生じるということだ。そこ
には自然の叡知が働いている。というのも，そのずれ
、、
によって variant が生じ，original の生命力を高
め，進化の種を蒔いているからだ。読者の得た作品のビジョンは，作者のそれと異なるだけでなく，
読者が持つその他諸々の知恵や洞察と比較対照される中で，読者独自の新しいビジョンとして「加工」
され，自分を作る１つの component として再び凝縮された情報／データにされる。 
 こうした社会的還元作用は，植物（たとえば樹）が葉を茂らせ，実をつけ，やがてそれらを地上に
落して，土壌を豊かにするのに似ている。太陽エネルギーを土に還元する行為である。豊かになった
土壌は，次の世代の植物の生育を助け，よく育った植物はいっそう多くのエネルギーを土壌に捧げる。
われわれの文化もそれと同じようにして，個々の人間の output を受け取ることによって，ちょうど
鰻のタレのように，われわれの共有する豊かな文脈をひそかに醸す。 
 小林秀雄は昭和37年のエッセイ「季」において，岡潔が数学の研究をするのに《季節》の隠喩で考
えを進めるのに興味を持ったことを述べた後で次のように言う。 
 
 大分以前の事だが，ある時，田舎にいて，極めて抽象的な問題を考えていた事があった。晩春であった。夜，あれこ
れと考えて眠られぬままに，川瀬の音を聞いていると，川岸に並んだ葉桜の姿が心に浮んで来た。その時，私たち日本
人が歌集を編み始めて以来，「季」というものを編み込まずにはいられなかった，その「季」というものが，やはり私
の抽象的な考えの世界にも，川瀬の音とともにしのび込んで来る，そういう考えが突然浮び，ひどく心が騒ぎ，その事
を書いた事がある。私の思索など言うに足らぬものだが，岡氏の文を読んでいて，ふと，それが思出され，私の心は動
いたのである。 
 
 小林の言いたいことは，日本の文化の深層にある，「季節」というものに対する代々積み重ねられ
てきた心情の伝統が，われわれが意識せずとも，われわれの生活や文化的な営みを秘かに助けてくれ
ているということだ。それは顕在的なデータベースというよりは，言語や社会的慣習や，そしてひょ
っとしたら自然の中にも，ひっそりと組み込まれているのかもしれない伝統である。われわれの生が，
もっぱら知では捉え切れない働きに依存しているように，われわれの情報生活も，結局は摩訶不思議
な ministry の上に成り立っているのであろう。 
 
2.2. 情報とエントロピ  ー
 次に組織化ということについて考えてみよう。周知のように，エネルギーは最後には熱エネルギー
に変わり，そして熱は不可逆的に拡散して(無秩序化して＝エントロピーが増大して)，均一状態（熱
死状態）にまで達し，二度と熱が集る（秩序化する＝エントロピーが減少する）ことはない。そして
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やはりエネルギーにほかならない生命は，自らを非生命と区別する本質として，「自己組織性（オー
トポイエーシス）」（Maturana and Varela）とか「動的平衡状態」（福岡伸一）などと言われるが，い
ずれにせよ，宿命であるエントロピーの増大に，一時的に
、、、、
せよ
、、
抗していることでは共通している。 
 上述の〈データ → 情報 → 知識 → 洞察・大局観・知恵〉という組織性拡大の原理は，〈分子 → 
アミノ酸 → タンパク質 → 細胞 → 組織・器官〉という体の組織化の過程と相似している。つまり
人間は，体内生理においても，知的・精神的情報処理においても，エントロピーを減少させ，秩序化・
統合化の働きを行っているということになる。その働きは死を以て終わり，体は組織化をやめ，脳も
情報処理を行わなくなる。しかし朽ちて拡散した生物の体は，ふたたび自然の輪廻の中に取り込まれ，
一部は生物体の中に入って組織化のプロセスに参加する。同様に，知的・精神的な面でも，生前の 
output の中には自分のなした情報処理過程が記録されているがゆえに，人間社会に準備されている知
的インフラのサイクルの中に入ることによって，後の世代の知や精神に蘇って生を得るのである。 
 
2.3. 社会から見た情報：生命原理としての「情報」 
 生命と情報が本質的な関わりを持っているという発見は，20世紀の画期的な発見の１つとなった。
人間は，体内における無数の情報の flux の中で身体的な生が維持されているわけだが，体外におい
ても，自分たちの知的・精神的・情緒的生を高めるために，他の動物に優るような情報の授受の技術
を発展させてきた。Man is a social animal.とは人間の定義として肯綮に中たったものであり，「人間ら
しさ」を得るためには社会（人間交際＝コミュニケーション）が必須の存在になっている。社会を欠
いた人間は，死ぬか（e. g. 神聖ローマ皇帝フリードリッヒ二世の実験），万一生き延びたとしても，
人間らしくない生き物でしかなくなる（e. g. アマラとカマラ）定めだ。われわれの遺伝子プログラム
は，社会で生きることを前提に初期設定されているような気味がある。情報は生命原理である。この
物質宇宙のほぼ全ては物質・エネルギーで構成されているが，少なくとも地球の表層にある空気・水・
土壌の３層から成る極薄フィルムの中だけは，奇跡的な例外として《物質・エネルギー》と《情報》
の２元で構成されている。70億の人間のますます多くの部分を情報発信者として取り込みつつある現
在は，「情報ビッグバン」「情報宇宙」という表現をさほど滑稽に感じさせないまでになりつつある。 
 以上，「情報」という言葉／概念が，それとはほとんど意識されることなく，２つの大きく異なる
意味———①個人の視点から見た，お天気情報というようなごくシンプルな知識の構成単位，②社会（自
然）の視点から見た，《情報圏》というような，生命を成り立たせている原理的概念———で使われてい
ること，また①については，データや情報という概念が，伸縮自在に使われて機能していることを見
てきた。次に社会的に vital なある種の情報が体系化され，世代間で伝承されるようになっているも
のの代表格である文化と文明について考えてみたい。 
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2.4. 情報体系としての文化と文明 
 文化も文明も遺伝として伝えられるわけではなく，後天的な学習，人間社会の中でのコミュニケー
ションによって獲得されるものである。つまり体系化された情報にほかならない。文化と文明は，人
間を人間的
、、、
にするための情報体系であるという点で相通じており，実際相交わっている領域（文明に
も文化にも関わるような領域）もかなりある（たとえば漢字という文字体系は文明であるが，それが
漢字文化にもなっている）。 
 さらに文化も文明も，複数の極を含んでいて，大雑把に単純化してみると，文化には，(a)教養と(b)
生活様式（思考様式）の２極が，文明には，(a)知徳と(b)テクノロジーという２極が認められるよう
に思われる。そしてどちらも(a)が起源であり，それが次第に(b)のほうへ敷延されていったと考えら
れる。文明と文化は(a)の部分では親縁性を持つが，(b)のほうに行けば行くほど離れていく。生活様
式（たとえば「纏足」）という(b)の意味の文化は文明とは言わないし，テクノロジー（たとえば「光
ファイバー」）という(b)の意味の文明は，文化ではない。文化は個性を，文明は普遍を志向するとよ
く言われるが，(b)の生活習慣が差異を，科学技術が普遍を前提にしている以上，当然とも言えよう。
しかし(a)の相においては，どちらも普遍的な理想概念になっている。 
 学術的な領域のほとんどは文明・文化に属する。たとえば学校教科の算数（数学），理科（物理，
化学，生物，地学）という「理系科目」は自然科学の，文系科目のうち社会科学系（歴史，地理，公
民）は人間社会や自然と人間との関わりについての，人文系（国語，外国語）は，言語，（広義の）
文学という領域の学問的基礎を教えるもので，いずれも人間の知の高度に発達した成果であるから(a)
の相の文明であり文化でもある。実技系科目（音楽，美術，家庭・技術，保健体育）もそれと同様で
ある。（保健体育には，健康科学，栄養学，スポーツ科学の成果が取り入れられている）。 
「情報」の定義にはいろいろあるだろうが，N. ウィーナーの「物質およびエネルギーの配置，布置，
配列，順序，組合せ，形，関係，構造，形態，形相など，要するに物質−エネルギーの時間的・空間的，
定性的・定量的な〈パタン〉」という定義は，その汎用性において一頭地を抜いている。これを文明，
文化に適用しても，人間の肉体という物質，および行動（behavior）や心的活動というエネルギーに，
高度に発達した人間的な姿〈パタン〉を与える非常に複雑な情報体系ということで理解できる。他の
情報の定義では文明・文化との内縁性が見えてこない。 
 
2.5. ２つの情報の関係 
2.3.で見た，情報の２つの大きく異なる位置づけは，視点の相違に起因している。①は個人を中心
に見た情報の個人
、、
内部における
、、、、、、
組織化，②は様々な個人が形にしたものを集積して，社会にとって有
用だと思われる文脈を形成するための情報の社会的な
、、、、
組織化である。 
後者は，前者にとって２つの相反する作用を及ぼし得る。小林秀雄の「季」について見たように，
文化・文明が個人の情報処理を助ける場合と，それとは逆に抑圧する場合である。抑圧は文化・文明
に本性的に伴う作用で，たとえば上品に振る舞おうとすれば，フロイトの示唆したように本能的な情
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動は抑圧され，場合によっては偽善的で不健康なものを潜在させてしまう。 
社会的要請のあるものは個人に優先する。社会がある情報体系を社会の秩序維持に必須と認識する
と，個人がそれを受け入れて従うよう圧力がかかる。個人が情報を組織するのは，主として自分自身
の生を豊かにし自由度を高めるためである。しかし社会的な情報体系は，個人に有用な情報を提供す
る一方で，社会の成員を組織化する，場合によっては管理し統制するための機能を担っている。それ
は必然的に個人の自由を制限せずにはおかない。 
社会が組織化を進めると，社会のエントロピーは減少し，いわば社会の生命力が増大する。しかし
その分個人は社会の歯車としてあるところに強く嵌め込まれるようになり，個人として自由に振る舞
っているときに持ち得る様々な親密さ（有機性）から疎外され，自分自身も意識を歯車化させ，他人
に対して機械的に応対するようにさえなる。社会が供給してくれる文化・文明の成果を，個人として
味わったり利用したりする局面では，われわれはそれを，われわれの生の有機性を高めてくれるリソ
ースとしてありがたく享受する。しかしそうした社会的資産を維持するために，われわれは自分自身
の有機性を犠牲にしなければならない場合も出てくる。軍隊はその極端な例である。それは，自由と
平等という近代の二大原理が，相互に支え合うとともに対立関係にも置かれるのと消息が似ている。
われわれが個人と社会的存在の二重の存在であることから来る宿命だと言えよう。 
 
3. 情報処理教育としての教育 
 教育は情報産業に分類されるが，その場合の「情報」は，生命原理としての情報，つまり文明や文
化の基礎を伝える仕事として捉えるべきである。文明・文化は空間軸に沿っても時間軸に沿っても広
まろうとする（伝播されようとする），遺伝子の生理と似た生理を持っている。そうしなければその
生命を維持できないからだ。教師は文明・文化のメディアに他ならない。 
 リチャード・ドーキンス（Richard Dawkins, 1941–）は，『利己的な遺伝子』（The Selfish Gene, 1976）
で提出したミームという，人々の心から心へとコピーされていく「文化的遺伝子」概念によって文明・
文化の形成と広まりを巧みに説明している。このコピ （ーduplication）という心的活動が学習の中で基
本的なものである（「まなぶ」＞「まねぶ」）ことは間違いない。 
 そのコピーの生理的な裏付けとして，ミラーニューロンが挙げられる。他人のある行動を見ていて，
これは学んで獲得するに値すると判断すると，ミラーニューロンが発火し，イマジネーションで相手
と同じ行動を自分が取り始める。つまりコピーを始める。ミームで言えば感染するわけである。トル
ストイは夙に芸術について，「芸術とは，ある人が自分の経験した感じを，意識的に一定の外面的な
符号によって他人に伝え，他人はこの感じに感染して，それを経験するということで成り立つ人間の
働きである」（『芸術とは何か』［中村白葉訳］）と，同じ考えに到達している。 
 文明・文化をコミュニケイトする主要なメディアとして，(a)家庭，(b)一般社会／地域社会，(c)
友人，(d)職場，(e)学校，(f)狭義のメディア（書籍を含む）が考えられる。つまりこれらがわれわれ
の教育の場なのである。（「場」は単なる物理的空間を意味しているわけではない。場そのものが教
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育的磁場になっていることがある。久保田万太郎が浅草の料亭「大金」について述べた，「江戸前の
普請，江戸前の客扱い，瀟洒な，素直な，一トすぢな，さうしたけれんといふものゝ，すべてのうへ
に，それこそ兎の毛でついたほどもみ出すことの出来なかつたそのうちの心意気は，空気は，どうい
ふ階級の，どういふ育ちの人たちをでも悦喜させた」というような，場に染みこんだ雰囲気がわれわ
れを教化することは，「校風」「社風」という言葉にも感得できる。） 
 家庭という場の教育機能は重要で，幼児期の家庭の雰囲気，取り交わされる言葉，躾け，夫婦関係，
親子関係は，子供の教育にとって critical だと言ってもよい。しかし教育内容が文明・文化的に高度
になると，家庭やコミュニティーでは手に負えなくなり，その知識を伝授する技術を持った専門家集
団がいる学校に教育を委ねるようになる。今日の先進国においては，decent な市民になるためだけで
も，「読み書きそろばん」だけでは無理で，少なくとも中学校，実質的には高校までの学校教育が必
要とされている。さらに文明・文化を維持・発展させていくためには，大学・大学院教育が必要にな
ってくる。逆に言えば，教育制度の発達は，文明・文化の高度化の証しとも言えるのである。 
しかしコピーだけでは文明・文化は停滞したままとなる。文明・文化は有機体であるがゆえに，そ
れ自体が新陳代謝を行わなければ，しだいに衰退・頽廃を余儀なくされる。文明・文化にとっての新
陳代謝は，われわれの output が原動力となる。しかしただありきたりの output を繰り返すばかりで
は文明・文化は停滞してしまう。そこに創造性があって初めて生命と呼ぶにふさわしいしなやかさと
風合いが生れてくる。したがって教育は，文明・文化を学習者にコピーさせることと，できればその
学習者が独自な知的・心的達成を成し遂げるよう力添えすることの両方が備わっているのが理想的だ
ということになる。それによって個人も社会も裨益するからである。 
 
3.1. Oxfordの tutorial教育 
 優れた教育が行われているとされる Oxford大学の教育は，週１回の tutorial が中心である。随分楽
に聞こえるが，しかし理想的な tutorial では，あるテーマについて多くの本を読み自分の考えをまと
めてエッセイを書いてくるという課題が与えられ，学生は図書館に行って文献を渉猟し，読み，考え，
独自の考えを生み出そうと努め，それをエッセイにまとめ，翌週の tutorial で tutor の前で読み上げ
る。待っているのは容赦のない批評である。資料の不十分な理解，議論の立て方の弱さ，言葉の杜撰
な使い方，考えの陳腐さなどが辛辣に攻撃される。apology はご法度で，あくまでも自分の立場を 
defend しなければならない。その結果ますますボロが出て，ますます窮地に追い込まれていく。最後
にグウの音も出なくなったころ，来週のための新しいテーマが与えられてようやく放免される。 
 これが１学期に10週続く。誰もが陥る “essay crisis” と闘いながら３学期を凌ぎ通すとようやく１年
が終了する。そしてさらに２年，毎週この試練が続く。しかし３年が終わる頃，学生は自分に知的な
力がついてきているのを実感することができる。どんなテーマを与えられても，それについての読む
べき資料を探し当て，与えられた時間内で読んでポイントを消化し，それをもとに自分の独自な考え
を生み出し，そしてそれをしっかりとした構成を持つ明快な論述にまとめる自信がついているのだ。 
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 考えてみれば，教育の主要な目標の１つはここにある。精選されたデータ・情報の input → 情報・
知識の processing → 知識・知恵の独創的な output という知的作業を繰り返すことによって情報処理
能力を高めることである。次第に積み重ねられていく output は，次の作業を手助けしてくれる知的
インフラ（文脈）として機能するので，次第に知的活動が高次なものになっていくと同時に自在にな
っていく。こうした情報処理サイクルは，教養，専門を問わず，すべての知的作業に有効に働くであ
ろう。Oxford 大学の教育は，その訓練を intensive に徹底して行っている。ひとたび知的独立と知的
スピードをわがものにしてしまえば，それはどの領域に入っても応用が利く。「生涯学習」能力がす
でに身に付いているのである。 
 
3.2. アメリカの liberal arts college の教育 
 アメリカの liberal arts college は，一時期よりは数が減ったものの，まだ総数600を超え，かつ 
Amherst College や Williams College 等の教育は一流と評価されている。小規模で，全寮制であること
が多く，クラスは少人数を原則とする。学生は liberal arts の何を中心に学ぶかで “major”を決め，そ
れに関連した科目をたとえば１termに３科目（course）に絞って登録し，１courseを週にたとえば３～
４日受講するシステムになっている。そして毎日のようにかなり重い assignment が出るので，授業は
午前中に終わることが多く，午後の大部分は図書館で自習することになる。（図書館はそのための十
分な蔵書を備えている。）これを毎日のように繰り返し行っていれば，１term 終了時には，１つの領
域についてかなり大きな知識体系が獲得できる可能性がある。たとえば外国語であればもともとモチ
ベーションの高い学生が，ほぼ毎日のように当該言語を，同じくモチベーションの高い少人数の学生
とともに集中的に学ぶわけだから，効果がないわけがない。こうして１term ３course を３term 継続
すれば，理想的には９の，４年間では36のまとまった知識体系が形成されることになる。しかもそれ
らは学生本人が自ら望んで組んだカリキュラムであるゆえに，相互に脈絡を持っており，その分統合
されやすい。本をかなり読むことになるので，１年が終わった段階ですでにかなり進んだ知的達成を
成し遂げている学生が多く見受けられる。 
 
3.3. Liberal Education 
 個人の知的・精神的能力を高めるということは，情報の組織力を高めるということである。上に見
たOxford 大学やアメリカの liberal arts college で共通していることは，１）全寮制で，教員と学生，
学生同士が同じ場所に生活して生活の文脈を共有していること，２）環境が美しいこと，３）少人数
クラスであること，４）受講科目が少なく１つの科目を集中的に学ぶこと，５）学生は多くの時間を
自分でリサーチすることに使いそのために図書館を積極的に利用すること，６）文章を多く書かせ，
どのように書くかを学ばせること，などである。 
 こうした教育で重視されているのが，文明・文化を学ばせながらも，その個人が自分独自の考えを
創出できるように encourage することである。知的・精神的独立を達成し，知的自在を身に付けるこ
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とに最高の価値が置かれている。その意味で，“liberal education” と呼ぶにふさわしいものである。 
 
3.4. 日本の教育の特質 
 それに比べて日本の教育はどうであろうか。初等・中等教育においては，政府によって（戦後以降
ほとんど変わらない）学習項目が一律に決められ，生徒は，それを理解し，記憶し，問題を解けるよ
うになることが求められる。どの大学に入るかがその後の人生を左右する大きな要因になっているた
め，できればいい大学に入りたい，そのために進学実績のある高校に入りたいと誰しも思うようにな
る。そうなると小・中・高の教員に生徒や父兄が求めるのは，入試において高い点数を取れるような
教育指導だということになる。受験指導ということになると，塾や予備校の講師のほうが熟練してい
るというので，小学生・中学生の頃から塾通いが常態化する。（平成 20 年の文部科学省の「子どもの
学校外での学習活動に関する実態調査報告書」によれば，小・中学を通じて平均 80％の生徒が，塾等
の学校外での習い事を行っており，そのうち 40%は複数の習い事をしている。）こうした熱心な学業
努力によって，たとえば PISA において見られるようにかなり高い学習達成度（2012年度は，参加 65
カ国中，「読解力」が 4位，「数学的リテラシー」が 7位，「科学的リテラシー」が 4位）を示して
いる。しかしここに試されている学力は，情報組織力の達成度ではない。本を精読・多読すること，
考えを練って文章を書くこと，対話・ディスカッションで自分の考えを発表すること，芸術（芸術が
芸術たりえているのはそこに創造性があるからである）に親しむこと，そして現実的な体験という方
面はおざなりにされている。 
 
 明治のはじめには，手早く強い国家をつくるために，集団として型にはめこむ教育が，小学校だけでなく，中学校，
高等学校，大学に必要となった。この場合，教師は集団として養成され，教師用の教科書（マニュアル）をもって，同
じ教科書（これは生徒用）を使って集団としての生徒に対する。授業は規格化され，採点もおなじ基準によってなされ
る。生徒は，おちこぼれるものを別として均質化される。近代都市に鉄筋コンクリートの高層の建物がたちならぶよう
に，その都市の形と相似た均質化が教育においても進行する。(1)  
 
 教員から発信される情報を素直に受信し，理解し，ノートに整理し，記憶し，問題集で問題を解き，試
験に要領良く答えるという学習プロセスをこなすことができる生徒は多く養成できるだろう。しかしそう
いう生徒たちは，自分独自の知恵・洞察・大局観を構築するということがどういうことであるかを，少な
くとも学業レベルではほとんど知らないまま大学に入学してくる。そしてまた大学においても惰性で似た
ような学習を始める。大学の教員もそうした教育で育てられているものだから，ともするとそうした講義
になりやすい。文部官僚もそうした教育システムで育てられたエリートであり，そのシステムを崩そうと
はしない。このようにしてみんなにとって居心地のいい日本の教育の馴れ合いが維持されてきたわけであ
る。儒教的なものを思わせるこうした体質は，あるいは東北アジアに共通したものなのかもしれない。 
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4. 日本近代と教育 
4.1. 近代とは 
何を以って「近代」となすかについては，様々な議論があろうが，そのうち２つが特に重要だと思われ
る。１つは国民国家の形成，もう１つは世俗的な合理主義である。渡辺京二は『近代の呪い』(2)にお
いて，国民国家創出の意義を，民衆世界の自立性が解体され，民衆が国民兵として国のために死ぬこ
とができるようになることと見ている。世界史で言えばフランス革命，日本で言えば明治維新にその
歴史的分水嶺がある。 
 資本主義というのも，「ぼやぼやしている連中は舞台の隅に蹴りやって冷飯を喰わせるシステム」
の中での資源と市場の争奪戦であり，結局，強力な国民国家創出の競争と繋がってくる。 
 このようにして国家による民衆の管理・統制は強まり，「人権」というのも両刃の剣になる。 
 
 一方，社会の福祉化，人権化・衛生化が進むにつれ，個人はますます国家あるいは社会の管理を受け入れざるをえな
くなります。人権化というのは変な言葉ですが，いわゆるポリティカル・コレクトネスを含めて，差別の徹底的排除の
方向のことです。衛生化というのは，禁煙を含め社会環境を徹底的に殺菌・無害化しようとする方向のことです。いず
れも厖大な官僚・テクノクラート，専門技術者を必要とします。国家の管理機能は増大するばかりです。いわゆる民営
化は見かけは国家の機能を縮小させたとしても，管理機能を民間に譲渡しただけで，テクノクラート・専門技術者の数
が減ったわけではありません。このような個人が国家（社会と言い換えてもよろしい）の管理に従属していく様相は，
今後強まるばかりでしょう。それはみな，民衆世界の自立性を近代が撃滅した結果なのです。 
 
しかし民衆の側が国家の介入を受け入れたのも，近代のもう１つの柱である世俗的な合理主義のほ
うが，中世・近世の宗教性や土俗性のしがらみよりは好ましかったからであろう。それは富と名声に
対する欲望を解き放ち，「立身出世」を求める個人主義へと人々を赴かせる。このように近代は，国
家権力と民衆が合意して足並みを揃えたからこそ建設できたのに違いない。そして両者がその意思を
濃密に交わらせるところが，近代教育という場ではなかっただろうか。 
 
4.2. 日本近代の教育史 
 日本近代の教育は，1872（明治 5）年の太政官発布の「学制」に始まる。興味深いのは，中央集権
色が強すぎることに対する反撥から，1879（明治 12）年に「学制」を廃止し，新たに「教育令」を布
告して，就学期間の緩和と教育課程の全国基準を廃止し，地方にかなりの権限を委譲したのだが，地
方は，自分たちで細目に至るまで決めるのは大変であることが分かり，翌 1880（明治 13）年には，政
府が全国の教育課程の綱領を決める方式に戻していることだ。（戦後も１度同じことが起こった。現在
でも，それぞれの地方に教育課程の決定権を与えると，一斉に困惑が立ち上がってくる様子が浮かん
でくる。）そのようなわけで，教育は中央集権方式で統制されることが官民ともに好都合であり，1890
（明治 23）年の「教育勅語」（「一旦緩急アレバ，義勇公ニ奉ジ，以テ天壌無窮ノ皇運ヲ扶翼スベシ」
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に象徴される忠君愛国の教育思想）と 1903（明治 36）年の国定教科書制度（「キグチコヘイハ テキノ 
タマニ アタリマシタガ シンデモ ラッパヲ クチカラ ハナシマセンデシタ」［第二期 尋常小学修身書 
巻一］を全国民が読まされることを意味する）に至り，それが敗戦まで続くことになる。戦争中の日
本人の，今日から見ると考えられないような思考・行動様式は，こうした教育体制に強く裏打ちされ
ていたのである。「富国強兵」「殖産興業」のスローガンに沿って，国民を国家のために奉仕させるた
めの教育においては，生徒１人１人の立身出世以外の自己実現という視点は，あったとしてもきわめ
て薄かった。学校校舎は兵舎に倣って建築され，清掃・整理整頓，「起立・礼・着席」「キヲツケ・マ
ヘニナラヘ・マハレミギ・ヤスメ」「番号！」という号令遵守，運動会での行進，騎馬戦，棒倒し，障
害競争（網を潜るのは匍匐前進）等，軍事教練の基礎が取り入れられた。国旗掲揚，国歌斉唱は，日
本人を nation として結束させるシンボル装置として機能した。教育の方式も，権威者としての教師が
教える内容を生徒が素直に覚えるという講義・暗記式性格の強いものであった。 
 戦後はＧＨＱがアメリカをモデルにした教育体制を敷いた。それは日本を非軍事化・民主化すると
いう基本方針を実現するためのものであった。「一人の人間の命は地球より重い」がスローガンとなり，
教室の壁に貼られた。「教育勅語」に代わるものとして 1947（昭和 22）年に「教育基本法」が定めら
れ「個人の尊厳を重んじ，真理と平和を希求する人間の育成を期するとともに，普遍的にしてしかも
個性ゆたかな文化の創造をめざす教育」が打ち出された。国家主義から個人主義への大きなシフトで
あった。「お国のため」という考えは旧教育基本法からは徹底して排除された。 
 戦前の複線化された教育制度が「民主化」され単線化されたために，必然的に競争が激しくなった
が，戦前の講義・記憶方式は変わらなかったため，詰め込み教育の傾向にいっそう拍車がかかり，し
かも戦後のベビーブームで同一年齢の大集団（「団塊世代」）が出現したことから，受験競争は熾烈化
した。教科書は国定ではなくなったが，文部省が指導要領を定め，民間で作成された教科書を検定し
たため，結局似たり寄ったりのものになってしまった。有名大学は高校のカリキュラムを無視するよ
うな入試問題を，高校の進学校は高校のカリキュラムを先取りしたような入試問題を当たり前のよう
に出したため，生徒たちはカリキュラム以上のことを覚え込まなければならなくなり，「受験産業」が
栄え，塾ブームが出来した。 
 文部省はカリキュラムに即した学力を測るために 1979（昭和 54）年に「共通一次試験」を，詰め込
み式教育是正のために 1980（昭和 55）年から段階的に「ゆとり教育」を導入したが，前者は難問奇問
をやめる上では功績があったとしても，学校の偏差値による「輪切り現象」と表面的な知識の詰め込
み式教育を助長する結果に，後者は，考え方はまさに正鵠を射たものであったにもかかわらず，学校
風土と試験制度の因循によって「学力低下」という結果を招いてしまった。（このゆえに，スパルタ式
の詰め込み教育がやはり正しいのだという不健全な教育観をさらに根づかせてしまったのは不幸なこ
とであった。） 
 統制を強める文部省とそれに反対する日教組という，55 年体制と似た対立図式が続いたが，1984（昭
和 59）年の中曽根内閣の臨時教育審議会の設置で，政府主導の教育改革が行われるようになり，1991
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（平成 3）年の「大学設置基準改正（大綱化）」，2006（平成 18）年の「教育基本法」改正，2015（平
成 27）年の大学の学長権限の強化・教授会の権限の制限というふうに，冷戦終結後の新自由主義の世
界的潮流に合わせる方向で，教育制度の構造自体が国家の意に沿うように改造されつつある。 
 しかし当然ながら，こうした巨大なマシンを思わせる教育体制や教育改革の陰で，多くの若い心は
苦しんでいる。砂を噛むような教科書の文章，30 分かけてやっと１問解けたり解けなかったりする数
学のドリル，現実離れのした物理・化学の計算問題，空欄があちこちに空いていて端から読む気を殺
ぐような国語や英語の試験———点取りに偏執的な喜びを感じられる生徒以外は，人間性から疎外され，
不毛なストレスを抱え込む。ある生徒たちは，引きこもり，不良化，不登校，いじめに追いやられて
いく。幸いにしてそこまでいかなくとも，成績が平凡な大多数の生徒たちは，自分の将来がたいして
面白くもないものになることが見通せるようになり，鬱々とせざるを得ない。 
 
4.3. 近代と専門化 
 近代国家はメガ・システムであるから，大規模産業と同じように，不可避に分業体制となる。つま
り専門家が必要になる。専門家になれば一定の社会的地位と報酬が約束されるなら，国民の世俗的欲
望ともうまく合致するわけで，近代国家は，教育に専門家の養成を求めることとなる。 
 
ロックとともに，近代における人間の運命は決まったと言っても過言ではない。啓蒙期以来，個々人は生産と消費とい
う享楽的な活動に翻弄され，人生の意味や目的を模索する暇もなくなった。人間の欲求と渇望，夢と希望は，すべて物
質的利己主義の追求に明け暮れるよう決定的に方向づけられたのである。…(中略)…専門分化は，増大した複雑さ，お
よび中央集権化と手を相携えて進む。技術社会においては，人間も含めて，あらゆるものは社会という拡大するメカニ
ズムの成員となる。社会のいっさいの機能が，より複雑かつ中央集権化されていくにつれて，個々の機能もまた，その
社会で生存していくために，ますます微細かつ限定的となり，さらに，他のあらゆる機能と依存しあうようになる。(3) 
 
 大学教育も専門家（高度職業人）の養成に次第に重心を移してゆき，専門教育が教養教育の上にの
し上がり，教養教育を圧迫し，余計なお荷物扱いをするようにさえなる。しかし専門知の進むべき道
を示す知となると，教養教育を措いては考えられない。 
 
専門教育をもとうとする人々がその技術を知識の一分野として学ぶか，単なる商売の一手段として学ぶか，あるいはま
た，技術を習得した後に，その技術を賢明かつ良心的に使用するか，悪用するかは，彼らがどんな種類の精神をその技
術のなかに吹き込むかによって，つまり，教育制度がいかなる種類の知性と良心を彼らの心に植え付けたかによって決
定されるのです。人間は，弁護士，医師，商人，製造業者である以前に，何よりも人間なのです。有能で賢明な人間に
育て上げれば，後は自分自身の力で有能で賢明な弁護士や医師になることでしょう。専門職に就こうとする人々が大学
から学び取るべきものは専門的知識そのものではなく，その正しい利用法を指示し，専門分野の技術的知識に光を当て
て正しい方向に導く一般教養（general education）の光明をもたらす類のものです。(4) 
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 教養教育をまったく廃止してしまうというわけにもいかないので，すっかり萎靡した教養教育が，
大学教育の「貧しき縁者」のような姿で，日本の大学キャンパスをふらついているのが現状である。 
 
5. 情報化と教育 
教育はコミュニケーションであり，コミュニケーションは情報の授受とその組織化であるから，メ
ディアなしには成立しない。教育制度自体がメディアである。極論すれば多くのコミュニケーション
には教育効果が備わっており，コミュニケーションと教育は重なり合う部分を多く持つ。この節では，
メディアの定義とその発達史を振り返った上で，教育との関わりを考えてみたい。 
 
5.1. メディア 
 メディアという概念／用語は，３種類の使われ方をしているようだ。最広義のメディア概念は，マ
クルーハン（Herbert Marshall McLuhan, 1911–1980）の言う「人間の能力を拡張するもの」（“any extension 
of man”）で，自動車は足の能力を拡張するメディアで，望遠鏡は眼の能力を拡張するメディアである。
このメディア概念では，人間の作るものはその多くがメディアということになってしまう。 
 第２の一般に広く受け入れられているメディア概念は，「情報の記録・保存，伝達を媒介するもの」
という，第１の定義の人間の能力を「情報」関係に絞ったものである。これには，記録メディア，保
存メディア，伝達メディアの３種がある。伝達メディアには，a)一方向メディア，b)双方向メディア，
c) 多方向メディアの３種があり，a)は個人教授，b)は対話，c)はディスカッションのコミュニケーシ
ョン様式に対応している。 
第３の狭義のメディアは，マスメディアの意味で，新聞，雑誌，ラジオ，テレビ等のことを意味す
る。最近ではネットもこれに含まれるようになった。 
 
5.2. メディア革命 
 現在はメディア革命，情報革命の時代だと盛んに言われているが，実際には人類史はメディアの革
命の連続だと言っても過言ではない。まず数十万年前に言語（音声言語）を手にしたのが第一の，か
つ最大の革命で，文法を備え，分節化した複雑な言語体系を持っている動物は他にいない。どんな「未
開部族」も複雑な言語体系を持ち，そしてきわめて重要なことだが，相互に翻訳可能であり，どの人
間も，どんな言語でも学習して習得可能である。そういう意味で，言語は人類共通のメディアであり，
「人間性」の決定的な刻印の１つとなっている。 
 人類の長い歴史の中において見れば，ごく最近（3〜4千年前）になって文字が生れた。これによっ
て，言葉の記録，保存（石に深く刻めば数千年は保つ），伝達能力が画期的に進歩した。西洋では，
古代ギリシャの母音の発見により，ごく僅かの簡略化された文字（アルファベット）ですべての発話
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が文字化され，逆に文字を見れば，すべての発話が再現できることになった。また文字によって，自
分の考えを reflect することが可能になり，人間の思考を深化させた。 
 15世紀の活版印刷は，それまで書写に依存していた文字の複写のスピードを革命的に上げた。製紙
技術の伝来と相俟って，印刷本が大量に西洋社会に出回るようになっていく。ルネサンスも宗教改革
も，この革命がなければとうてい実現しなかっただろう。アルファベットの字母の少なさ，抽象度の
高さが有利に働いた。西洋の優越は，この情報革命をいちはやく成し遂げたことが大きく与っている。 
 19世紀に至るまでの情報の伝達速度は，活版印刷が発明された後も，依然として人間の移動するス
ピードに制限されていた。馬の活用はスピードを何倍も速めたが，長距離には休憩を挟まねばならず
限度があった。19世紀の運輸革命における鉄道と自動車の発明は陸路における伝達速度の 
breakthrough であったが，人間の移動速度であることに変わりはなかった。しかし電信・電話，無線・
ラジオの発明は，コミュニケーションを人間の物理的移動から奇跡のように解放し，人間は今いる場
所から移動することなく遠方に情報を伝え得るようになった。そして活版印刷と製紙技術と無線通信
と運輸革命の convergence によって，新聞・雑誌というマスメディアが誕生し，「ニュース」が大衆
に届けられるようになる。 
 それまでは専ら文字の伝達に関連した人類のメディア革命は，ついに音声と映像の領分にも及んで
くる。音声が蓄音機により，映像（静止画・動画）が写真，映画により記録・保存・再生できるよう
になり，また電波網により音声・映像が家庭の中に配信されるようになった。さらに音声・映像は，
個人が自宅で好きなときに再生することも，そして録音や撮影を行なうことさえ可能になった。 
 視覚，聴覚に関係するメディアの革命に続いて，脳神経の拡張メディアであるコンピュータ革命が
起こる。コンピュータは，人間をはるかに超える情報処理スピードを持ち，CPUの演算スピードもメ
モリー容量も日進月歩，今なお進化途上にある。コンピュータのさらに画期的なところは，デジタル
処理によって，文字，音声，画像，動画のすべてが統合されたことである。それによって，コンピュ
ータの中に驚異的なヴァーチャル空間が生れた。 
 続くインターネット革命は，世界中のコンピュータを結びつけることによって，ある場所での指先
の操作だけで，地球の裏側の人間とでも瞬時にしてコミュニケーションを行うことができるようにな
った。最初は文字情報だけであったが，すぐに音声・映像情報のやりとりまで可能になった。 
 スマートフォンというモバイル・コンピュータ，そして WiFi 等のユビキタス化は，個人がいつで
もどこでもネットに繋がることを可能にした。情報の網目はさらに密度を増していき，人間同士だけ
ではなく，ICチップにより，モノの世界もインターネットの世界に組み入れられつつある。 
このように，情報とメディアの中には，繋がろう，同時性を獲得しよう，converge しようという，
ほとんど擬似生命的な momentum があることが窺える。20 世紀後半からの加速度的なメディアの発達
は，マクルーハンの「メディアはメッセージである」という洒落た予言を信じれば，近代の危機もま
た加速度的に進行していることと関係があるのかもしれない。 
メディアの革命は，文明と文化に反映される。別稿「戦争と平和から見た文明」（『群馬大学社会
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情報学研究論集』第 23 巻所収）において少し触れたが，人間が「文明」と「文化」という２つの紛ら
わしい概念装置を発明し維持してきたことにはある深慮が働いているように見える。というのも，山
崎正和が『文明としての教育』（新潮社，2007）に述べているように，これから文明は一気にグロー
バル化し，文化はいっそうその差異を祝福するようになるはずだからである。普遍と個性（独自性），
社会性と孤独のアポリアは，そうなって初めて弁証法的関係を確立できるのだろう。メディアの変化
は教育の変化を促す。教育もコミュニケーション・メディアである以上，メディア環境による変化を
受けながら，文明と文化をそれぞれの進むべき道に就けるための最重要なメディアとして働くことが
できるし，またそうするのが望ましい。 
 
5.3. メディアの教育への活用の可能性と陥穽 
口伝えに教えていた時代，口述し受講者に書写させていた時代，書籍をテキストとして教えていた
時代は，古典的な教育の時代であった。今では，視聴覚メディアは先進国の多くの教室に配備され，
文字情報だけでなく，音声・映像情報をも提供できる。古典的な教育は文字情報に閉じ込められてお
り，メディア革命は教育の地平を大きく拡げてくれた。しかし当然のことながら，そうした新しいメ
ディアを使って一体何を伝えようとするのかが改めて問われなければならない。 
ペスタロッチの教育思想で一番印象深いのは，彼が人間の中にある《自然》の中心に深い倫理が宿
っていることを信じ，生徒たちにその《自然》を自覚させることを教育の一番の目的にしていること
だ。そして，その人間の《自然》が，外界の自然と通じていると信じ，「純粋の真理感覚は狭い範囲で
形作られる。そして純粋の人間の知恵は，彼に最も近い関係の知識並びに彼に最も近い事柄を立派に
処理する錬成された能力の確乎たる基礎の上に立っている。」(5)という教育方法に至っていることで
ある。empathy能力の中に倫理が内在しているという考えはこれと通じている。 
 
 だからそういうこの empathy というものがね，人間の中に脳神経的に「ミラーニューロン」という形で埋め込まれ
ているということ，このことが「道徳の根源」になっているんだろうと思います。 
要するに「ミラーニューロン」とは，他者の意図や喜びや悲しみを自分が直接に理解する通路を与える者で，これま
での哲学的独我論の倫理的アポリアを乗り越える途を示していると言えましょう。それでこの「ミラーニューロン」の
特質として，もう少しいろいろな面を見ておきましょう。まず学習（learning）ということです。みんな学習しますよね。
チンパンジーも石をたたいて硬い殻を破るとかね。そういう行動を見せて，子供のチンパンジーは見ていて学習するん
です。…(中略)…このことを自分でもやって，自分の神経で身に付けていかなきゃならないんですね。ただ同じ行動を
するというだけではなく，自分が納得して，自分のものとしてやらなきゃならないんです。…(中略)…こういうことは
みんな社会の中の相互関係で起こるので，社会がなかったらそれは起こらないわけです。このような現象には，みんな
「社会性」（sociability）ということが大切になってくる。…(中略)…『道徳脳とは何か』の著者タンクレディの言葉の
引用をしておきましょう。「社会的相互作用の促進に適合したミラーニューロンは，他者の行動のパターンから，社会
的状況においていかに道徳的に振る舞うべきかを観測し学習する」。ケイセルスは「脳は倫理的であるようにデザイン
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されている」といって，それを「直感的利他主義」（intuitive altruism）と呼んでいます。(6) 
 
教育においては，組織化能力の錬成が要になるということを述べてきたが，組織化のためには核（中
心）が必要になる。その核となるのは無論文明だが，別稿で論じたように，文明の核には徳（倫理）
があるべきで，ペスタロッチに倣って言えば，教育者は，文明を教えながら，生徒や学生の心という
《自然》の奥にある倫理を情報組織化の核にするよう教え導かなければならないということになる。 
その視点から見ると，発達したメディアを使えば使うほど，われわれは現実から離れ，ヴァーチャ
ル世界の中で，根本義を忘れていく危険を冒すことになりはすまいか？ われわれは世界中の無数の情
報にアクセスできるようになったが，しかしそのことによって，われわれの知性や精神性は中心を見
失い，大事なことから逸らされてしまいかねないのではないか？ 
 
軽い翼であらゆる知識を飛び回るが，静かな確かな応用によって彼の認識を強めない人間。このような人間もまた自然の道を
失い，確実な爽やかな注意深い眼光，ないし真実の喜びを感ずる落着きのある静かな真理感情を失ってしまう。(7) 
 
6. 結論 
6.1. 教育の原点に帰って考える 
平成 18 年に改正された教育基本法第二条の「教育の目標」の（二）に「個人の価値を尊重して，
その能力を伸ばし，創造性を培い，自主及び自律の精神を養う」とあるが，この目標を達成するため
には，本論に見てきたように，情報の取捨選択能力とその組織力を高めていくこと，就中，その核と
なる自分の中の《自然》の倫理に気づかせることが大切だ。それが「教育の目標」（一）（三）（四）（五）
で掲げられている「道徳心」「正義と責任」「男女の平等」「公共の精神」「社会への貢献」「生命・自然
の尊重」「環境意識」「伝統と文化の尊重」といった徳目群に通じていく。鉄は熱いうちに打たなくて
はならず，これらは早い時期に（就学前に）家庭で自然に身につけられているべきだが，現代の親は，
残業で疲れ果ててもおり，やはり学校という場にかなりのことを期待せざるを得ない。だとすると，
以下理想的なヴィジョン
、、、、、、、、、
を述べれば，小学校の教諭，さらには保育園の保育士，幼稚園の教諭こそ，
人間的に最高の人物が就かなくてはならない道理となる。世の辛酸をいやというほど舐め，それでも
徳性と教育の情熱を保つ人にして初めて可能な職である。世間がその人たちに尊敬の念をいだくよう
でなくてはならない。近くには広々とした豊かな自然があって，季節ごとの虫や鳥や小動物や草花や
樹木に日常的に触れられ，樹齢５百年以上の樹もちらほら佇っていて森厳の気が漂っているのが望ま
しい。教室での教育内容は，身近なことと結びついた学習から始めて次第にその円を拡げていくよう
な教育———それがどんなものになるのか今は皆目見当がつかないが，単純な手作業から入り，農作業と
料理，器物や道具の製作へ進み，さらにスポーツで心身を鍛えながら「読み書きそろばん」へと進む
のが道筋ではないか———を指針とすべきである。 
Oxford の tutorial 教育，アメリカの liberal arts college の教育に見てきたように，あまりにも拡散し
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た雑多な知識の詰め込み教育から離れ，少人数で，科目を限り，集中的に，生徒の情報組織能力を教
員が生徒それぞれに応じて伸ばしていくようでありたいものだ。日本の学校のカリキュラムを見ると，
小学校，中学校の知識を持っていれば社会人として恥ずかしくない基本は十分に網羅されている。ほ
とんどの中学生が高校に進学している以上，高校のカリキュラムは今のままでいいのか厳しく問い直
してみる必要があろう。今年の８月，鹿児島県知事が「サイン，コサイン，タンジェントを女の子に
教えて何になる？」と発言し激しい批判を浴びたが，むしろ「サイン，コサイン，タンジェントを教
えて後の人生で役に立つ高校生がどれだけいるのか？」と問うべきであった。三角関数にとどまらず
高校のカリキュラムのほとんどの知識は，後に忘れ去られる知識なのである。 
それよりも本人が関心を持つ科目関連の本をたくさん読み，内容を把握し，整理して考え，その考
えを組織化して文章を書き，推敲する訓練を繰り返したほうがどれだけ知的に発達するか分からない。
ひとたび獲得した情報処理能力は忘れられることはない。永続するし，さらに発達させることができ
る。センター試験のような根本義から遠くはずれた知識を問うようなことはやめて，大学入試は，そ
ういう基礎訓練を高校生が地道に積んできているかどうかを試す問題にするほうがよい。 
科目数を絞れば，少人数教育は可能になってくる。高校生には自分の学習時間を多く与えることだ。
クラブ活動をする前に，自分で読んだりリサーチしたり考えたり書いたりする自由な時間が与えられ
る必要がある。かつての旧制高校のように，高校に入れば自由があるという社会通念に変わっていか
なくてはならない。現在では詰め込み式教育が何と 18 歳まで続けられている。そんなことでは「下流
の宴」のように，早ければ高校段階で勉強にすっかり疲れてしまい，平均的であっても，大学におい
て自主的な学習意欲と能力を持たないままで卒業してしまいかねない。高校で自由を十分に味わい，
大学に入る時は強いモチベーションが持てるようにすれば，大学生という一番知的な力が伸びる時期
に有効な勉強ができる。世界史の本など，その気になれば１日で読めるだろう。英語なども，中等教
育で文法と語彙と発音の基礎さえ学んでいれば，情報の組織化能力を用いて，たとえば大学の夏休み
に集中的に勉強することで，一通りのことなら読み，書き，聴き，話せるようになるはずだ。 
教育理念が根本的に改革される必要がある。第１に，今のような大学や高校の息苦しいまでのラン
ク付けはなぜ差別の温床として糾弾されないのだろうか。地元の学校・大学で最高の教育が受けられ
るようでなければおかしな話である。第２に，国公立の教育は，原則として，小学校から大学・大学
院に至るまで無償であって当然ではないか。どんなに家庭が貧しかろうが勉学の意欲と実力さえあれ
ば最高学府まで行けるということが国民に対する最低限の平等の保証であるべきだ。今後日本人の収
入は減り続けていくだろうし，少子化の大きな原因が高い教育費にあることを考えなくてはならない。
美しい自然の中にキャンパスを置き，極めて安い費用でまかなえる（つまり極めて質素な）全寮制で
生活をともにしながら学ぶという liberal arts college のような理想が日本でもアメリカ以上に発展し
てほしいものだ。世界ランキングが大事なら，「米百俵」の顰みに倣って文教予算を世界一にすればよ
いではないか。そして第３に，情報や知識の無料インフラ整備である。インターネットがこれだけ充
実・普及している以上，学校で教えられているような授業内容や講義内容はすべてインターネット上
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に公開して，誰でもいつでもどこでも学べるようにすべきである。三角関数が学びたければ，そうい
う良質なサイトがあり，英語が学びたければ，どんな基礎でも，どんな高級なことでも学べるように
プログラムが整備されていれば，これも機会の平等を大きく推進する。司法試験に合格するための完
備した連続講義のサイトや，様々な文学作品，音楽作品，美術作品の懇切な読解・観賞サイトが整備
されていれば，弁護士になるのに法学部に行く必要はなくなるし，シェイクスピアを読むのに英文学
科に行く必要はなくなる。塾や予備校も無用になるし，引き籠っていても大学に合格できるだろう。
誰もが自分の好きなことを好きなだけ学べるというのが，自由でもあり平等でもある。 
教科書改革も重要である。現行の教科書は skeleton だけ無愛想に書いてあるだけで，分かりやすく
もないし文章が上手くもない。勘ぐれば日本の教科書のあの無愛想さは，授業において教員が噛み砕
いて説明する余地を残すために故意にそのようにされている感がある。教科書の文章は生徒が何度も
読み返すものであれば，それ自体が文章のお手本のようでなければならない。木で鼻を括ったような
文章は読者に苦痛を与えるのみならず悪い影響を与える。教科書は，それを読めばすべて分かるよう
に平明懇切に，かつ興味深く読めるように書かれるべきだ。構成は，基本の部分と発展的な部分に分
けておき，基本の部分だけ通読することによって全体の透視図が得られるようにしておけば，全体を
知った上でそれぞれの位置づけを知りながら細部の知識を身に付けていくことができるだろう。 
そうした知的インフラは，学校の授業を根本から変える契機を孕んでいる。これまでやってきたよ
うな講義がネットにあるのなら，また教科書が丁寧な講義のように書いてあれば，それを教室で繰り
返すのは無駄というものである。教室は生身の人間同士が集う場でもあるのだから，ネットや教科書
ではできないことをすべきである。ヴァーチャルでは生徒や学生は質問することができないし，対話
もディスカッションもできない。理解をためすことも，誤りを正すこともできない。語学の訳読など
は対面でしかできないものだ。Oxford の tutorial は，対面授業の典型であって，apprenticeship の厳し
さも親切も，どちらも可能な柔軟な場になっている。 
さらに教室はいろいろな人間たちが集うところでもある。そこには様々な個性の醸し出す空気があ
り，人間社会の持つ活気がある。その中に身を置いて学ぶことには，ヴァーチャルの与えてくれない
人間的な匂いの中で学ぶという不朽の意義がある。 
 
6.2. 近代を超克するために 
文明の中核には自然な徳がなくてはならず，その徳の第一には謙譲が挙げられよう。（「７つの大罪」
の首魁が高慢である。）謙譲の徳を身に付けていれば，他の徳も自ずと寄り集まってくる。（謙譲は悪
徳と両立できない。謙譲であれば殺人や詐欺はできなくなる。）そして第二に平和の心が求められる。
平和はすべての健全な宗教の最大の祈りであって，あらゆる伝統的な宗教と通じ合う。しかし平和は
柔弱では保てない。謙譲だけでは時流に流されてしまう。権力に負けない不屈を，相手からの不当な
扱いをも赦せるだけの器量を持たなくてはならない。そして第三に，自然を慈しむ心，自然との共生
の心が必要だ。人間中心主義は大きな悪徳（人間の高慢）であって，鼓腹撃壌で平和を保ったところ
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で，自然が痩せ衰えれば元も子もない。この謙譲と平和な心と自然との共生の心の三位一体を文明の
中核として，その周りにさまざまな情報や知識や知恵や経験を組織化していくことが，人間と人間社
会を最も健全に成長させる道となるはずだ。それを手助けするのが教育の役割である。無論，野蛮や
猥雑さや愚かさは多くの人が通過しなければならない人生の過程であり，また人間社会の面白みでも
あって，そうしたものがあることも自然の一部ではあるが，一方にモラルが厳としてあって，われわ
れが破滅の方向に向かうのを防がなければならない。 
悪い方向に向かう社会に流されずに自分を保持していくには，ある程度の苦労は覚悟する必要があ
る。渡辺京二は，就職に失敗して「自分は社会から必要とされていない」と自信を喪失した若者につ
いてこう言っている。 
 
私は二十歳代のころ，どうやって飯を喰っていいのか，わからなかった。結核がまだ完治していなくて，おまけに共産
党はすでに離れていたものの左翼であった。こんな自分を傭ってくれるところがないのは百も承知していた。…(中略)
…［しかし自分は社会の無用者だと思ったことなど一度もない。］私だけではない。失業や低賃金労働に苦しんでいた
同時代の若者すべてが同様だったと思う。…(中略)…自分は，社会がおまえが必要だと言ってくれるから生きているの
ではない。社会がどうであろうと，自分は生きたいし生きてみせるのだ…(中略)…この世で順調なコースをたどれなか
ったあぶれ者は沢山いて，しかもそのことで，自分の存在を否定されたなどとおかしな考えに逃げこまなかったのは，
みなあぶれ者として根性と意地があったからである。 
 人は社会から許されて生きるのではない。…(中略)…まず自分がいて生きてみせる。そういうひとりひとりがいやお
うなく関係を結んで，社会なるものが出現するのだ。…(中略)…まず生きようとすればよい。ちゃんとした職がなけれ
ばないで，石にかじりついても生きてみせればよい。(8) 
 
 近代を超克するにも，同じくらいの toughness が必要になるであろう。 
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